
鏡
花
「
薬
草
取
」

覚
書

田
　
　
中

励
　
　
儀

　
泉
鏡
花
に
と
っ
て
、
明
治
三
十
六
年
は
多
難
な
年
で
あ
っ
た
。
最
愛
の
人
す

父
と
の
同
棲
が
発
覚
し
、
師
尾
崎
紅
葉
に
よ
っ
て
仲
を
割
か
れ
た
の
が
四
月
、

そ
の
紅
葉
も
十
月
に
は
世
を
去
っ
て
い
る
。
自
筆
年
譜
に
は
、
こ
の
年
の
作
品

と
し
て
「
薬
草
取
」
「
白
羽
箭
」
「
風
流
線
」
三
作
が
記
さ
れ
、
な
か
で
も
「
薬

草
取
」
は
、
「
換
菓
編
の
一
篇
に
し
て
、
同
葉
、
皆
と
も
に
先
生
の
病
床
に
呈

し
た
る
な
り
。
先
生
、
筆
を
枕
に
取
り
て
、
尚
ほ
章
行
の
句
読
を
正
し
た
ま
ひ

た
り
」
と
思
い
出
深
く
語
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
　
「
薬
草
取
」
を
め
ぐ
る

諾
問
題
に
っ
い
て
、
主
に
、
成
立
過
程
を
中
心
に
論
証
し
て
い
き
た
い
。

　
「
薬
草
取
」
は
、
「
先
生
の
病
床
に
呈
」
す
る
べ
く
企
画
さ
れ
た
『
換
菓
篇
』

第
一
作
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
。
し
か
し
、
企
画
そ
の
も
の
は
必
ず
し
も
順
調
に

進
行
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
ず
、
書
誌
的
事
項
を
追
っ
て
み
よ
う
。
紅
葉

　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

は
明
治
三
十
六
年
「
三
月
三
目
大
学
病
院
に
入
院
、
胃
癌
と
診
断
さ
れ
た
」
が
、

　
　
　
　
　
　
　
０

「
同
月
十
四
目
退
院
」
し
、
早
速
、
作
家
活
動
を
再
開
す
る
。
　
「
十
千
万
堂
日

　
　録
」
三
月
二
十
三
目
条
に
「
十
千
万
堂
出
版
部
の
相
談
あ
り
」
の
記
述
が
あ
り
、

二
十
五
目
に
は
「
本
目
午
後
一
時
よ
り
鏡
花
宅
に
十
千
万
堂
出
版
部
に
於
げ
る

第
一
編
の
作
と
し
て
門
生
集
作
の
挙
に
就
き
相
談
会
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
『
換
菓
篇
』
を
企
画
す
る
最
初
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
四
月
十
四

目
か
ら
十
六
日
に
か
げ
て
の
鏡
花
・
す
£
離
別
事
件
を
挾
ん
だ
、
五
月
十
一
目

付
〕
一
六
新
報
」
に
は
こ
の
企
画
を
報
じ
た
「
杜
告
」
が
掲
載
さ
れ
る
。

　
　
杜
員
尾
崎
紅
葉
氏
は
目
下
病
を
護
り
て
静
養
中
な
る
が
氏
の
門
下
に
在
り

　
　
て
誘
披
の
恩
を
荷
へ
る
文
士
十
数
氏
相
謀
り
多
年
の
師
恩
に
酬
い
ん
が
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ジ
ヶ
’

　
　
め
に
各
々
心
血
を
淺
ぎ
た
る
小
説
又
は
随
筆
を
作
り
て
氏
の
休
下
に
奉

　
　
シ
ョ
ン
　
な
づ

　
　
贈
し
名
げ
て
『
換
菓
篇
』
と
い
ふ
（
略
）
此
奉
贈
文
学
が
如
何
の
内
容
を

　
有
せ
る
か
請
ふ
来
る
十
五
目
以
後
の
二
六
紙
上
に
見
よ



　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

こ
れ
に
併
せ
て
、
全
十
六
作
品
の
総
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
予
告
よ
り
一
目
遅
れ
た
五
月
十
六
目
か
ら
篤
一
作
泉
鏡
花
「
薬
草
取
」
が
発

表
さ
れ
、
二
十
四
目
の
み
休
載
し
、
三
十
目
に
は
無
事
完
結
し
て
い
る
。
六
月

一
目
か
ら
十
五
目
ま
で
の
、
第
二
作
徳
田
秋
声
「
ゆ
く
雲
」
も
予
定
ど
お
り
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
か
せ
あ
し
か
せ

行
し
た
が
、
つ
づ
く
第
三
作
小
栗
風
葉
「
手
稽
足
樫
」
の
連
載
は
難
行
す
る
。

こ
の
作
品
は
、
六
月
十
六
目
に
始
ま
り
七
月
十
九
日
に
完
結
す
る
が
、
そ
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

十
八
回
も
休
載
し
て
い
る
。
連
載
期
間
中
、
半
分
以
上
休
載
と
い
う
て
い
た
ら

く
で
、
　
「
十
千
万
堂
目
録
」
七
月
四
目
条
に
「
換
菓
篇
の
事
に
て
風
葉
生
を
招

く
」
と
あ
る
の
も
、
あ
る
い
は
風
葉
か
ら
事
情
を
聴
く
た
め
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
新
聞
杜
が
風
葉
の
遅
筆
に
業
を
煮
や
し
た
の
か
、
そ
の
後
、
第
四
作

は
な
か
た
か
掲
載
さ
れ
ず
、
八
月
二
十
二
目
に
た
っ
て
よ
う
や
く
後
藤
宙
外

「
御
信
心
」
が
発
表
さ
れ
は
じ
め
る
。

　
こ
れ
は
、
当
初
の
「
杜
告
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
予
定
外
の
作
品
で
、
掲

載
に
先
立
ち
、
紅
葉
は
「
後
藤
宙
外
君
は
、
吾
が
藻
杜
一
列
の
篤
く
交
り
て
、

つ
ね素
に
兄
事
す
る
所
也
。
君
換
菓
篇
の
挙
有
る
を
聞
く
や
、
則
ち
諸
生
と
憂
を
同

　
　
　
ね
ん
ご
ろ

う
し
て
、
懇
に
枕
上
一
篇
の
贈
を
賜
ふ
」
と
、
謝
意
を
込
め
た
異
例
の
序
文
を

草
し
て
い
る
。
「
目
録
」
六
月
十
八
目
条
に
「
鏡
花
生
来
り
、
宙
外
氏
よ
り
寄
贈

　
　
　
マ
マ

せ
る
換
草
篇
『
御
信
心
』
の
一
篇
を
持
来
る
」
、
二
十
七
目
条
に
は
「
換
菓
篇

　
　
　
　
　
　
ヤ
マ

宙
外
氏
の
御
信
念
の
引
を
草
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
が
二
ヶ
月
以
上

前
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
だ
が
、
門
下
生
と
は
別
格
の
扱
い
を
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
『
換
菓
篇
』
シ
リ
ー
ズ
樟
尾
を
飾
る
も
の
と
し
て
公
表
を
意
図
し
た
紅
葉
の
手

に
ょ
り
、
こ
れ
ま
で
伏
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
風
葉
の
度

重
な
る
休
載
と
い
う
蹟
き
の
後
、
一
ヶ
月
に
亘
っ
て
他
の
門
下
生
の
作
品
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
ん
が
り
　
　
　

も
な
く
、
や
む
な
く
、
こ
の
「
御
信
心
」
が
「
換
菓
篇
の
殿
と
し
て
」
八
丹
二

十
八
甘
ま
で
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
完
成
稿
の
た
め
、
新
聞
杜

と
し
て
は
安
心
し
て
掲
載
で
き
た
だ
ろ
う
が
、
当
初
、
十
六
作
を
予
告
し
た
に
・

も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
、
鏡
花
・
秋
声
・
風
葉
・
宙
外
、
計
四
作
の
み
で
打
切

り
と
た
っ
た
『
換
菓
篇
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
企
画
倒
れ
に
終
っ
た
印
象
が
強
い
。

　
こ
の
後
、
単
行
本
と
し
て
の
企
画
は
進
行
し
、
「
目
録
」
十
月
二
目
条
に
は

　
「
博
文
館
内
山
氏
雨
中
来
訪
、
換
菓
篇
表
紙
の
件
」
と
記
さ
れ
、
十
月
二
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

、
＾
目
付
で
刊
行
に
及
ん
で
い
る
。
紅
葉
は
こ
の
目
付
の
六
日
後
、
十
月
三
十
目
に

死
去
し
て
お
り
、
辛
う
じ
て
生
前
の
紅
葉
に
奉
ず
る
こ
と
が
で
き
た
わ
げ
で
あ

る
。
次
お
、
単
行
本
『
換
菓
篇
』
に
は
、
　
「
二
六
新
報
」
予
告
時
の
作
家
名
．

作
品
名
と
の
異
同
が
多
い
の
で
、
蛇
足
な
が
ら
次
に
一
覧
表
を
掲
げ
て
お
く
。

一
澤
一
新
報
一

一
露
一
新
報
一

一
鮮
本
一
換
菓
篇
一

鏡
花
一
薬
草

取
一
薬

草
取
一
薬

草

取

秋
声
一
ゆ
く

雲
一
ゆ

く
三
詳
く
雲
一
改
鰯
一

春
葉
一
旅

鞄
一

一

墨
一
湯
の

花

一
手
桔

足

姪
幕
細
筥
揃
題
一



皇
一
花
見

車

斜
汀
一
貝
ひ

ろ
　
ひ

春
鴻

苔
花

嶺
棄

夏
葉

片

、

思
一

焉

う
　
　
ま

ず
　
女

公
　
　
用
一

花
　
　
見

車

西
男

水
葉

吟
葉

罵

青
　
　
切

符

公
　
　
　
　
　
用

か

へ
　
り

路

内
科
九
号
室

友

春
石
一
秋
の

影

流
霞
一
新
　
　
緑

麦
人
一
赤
つ

ぱ

き

宙
外

雨
泉

入
　
　
営

祝

御
　
　
信
　
　
心

世
　
　
　
　
　
相

霊
　
　
　
　
　
薬

四
季
十

三
句

四
季
五
十
二
句

御
　
　
信
　
　
心

異
　
　
　
　
　
秒

幻
　
　
　
　
　
燈

　
さ
て
、
刊
行
後
の
書
評
で
は
、
「
帝
国
文
学
」
の
「
吾
人
は
こ
の
美
挙
を
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
へ
其
師
弟
情
誼
の
敦
厚
な
る
に
感
ず
る
こ
と
深
し
」
に
代
表
さ
れ
る
好
意
的

な
批
評
が
主
流
を
占
め
る
が
、
文
豪
尾
崎
紅
葉
に
対
す
る
弔
意
か
ら
か
、
内
容

に
踏
込
ん
だ
細
評
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
ん
な
中
で
、
　
「
文
庫
」
が
「
所
謂
門

　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

下
一
列
の
中
に
、
春
葉
荷
葉
の
二
子
が
見
え
な
い
Ｌ
こ
と
を
「
兎
に
角
物
屋
ら

¢

ぬ
」
と
し
て
い
る
評
や
、
　
「
中
学
世
界
」
が
「
敦
れ
も
熱
誠
の
籠
ら
ざ
る
な
し
、

中
に
就
て
鏡
花
氏
の
『
薬
草
取
』
風
葉
氏
の
『
宇
宙
の
目
的
』
秋
声
氏
の
『
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

獄
』
宙
外
氏
の
『
御
信
心
』
は
殊
に
見
る
べ
き
も
の
た
り
」
と
作
品
名
を
挙
げ

て
い
る
評
が
眼
を
ひ
く
。
四
作
は
い
ず
れ
も
〕
ニ
ハ
新
報
Ｌ
紙
上
か
ら
の
収
録

で
あ
り
、
も
し
こ
の
批
評
を
信
じ
て
極
論
す
れ
ぱ
、
他
作
品
は
間
に
合
わ
せ
的

な
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
実
際
、
星
野
麦
人
や
北
島
春
石
は
当

初
の
予
定
を
変
え
、
「
四
季
五
十
二
句
」
「
四
季
十
三
句
」
で
お
茶
を
濁
し
、

柳
川
春
葉
・
泉
斜
汀
・
原
口
春
鴻
・
高
山
流
霞
に
至
っ
て
は
、
作
品
す
ら
発
表

し
て
い
な
い
。

　
『
換
菓
篇
』
は
明
治
三
十
六
年
三
月
末
に
企
画
さ
れ
、
一
都
の
新
聞
掲
載
を

経
て
十
月
末
に
単
行
出
版
さ
れ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
拙
速
が
目
立
ち
、
必
ず

し
も
充
実
し
た
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
鏡
花
の
「
薬
草

取
」
は
、
秋
声
・
宙
外
ら
の
作
と
共
に
良
質
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二

　
「
薬
草
取
」
は
「
二
六
新
報
」
を
初
出
と
し
、
　
『
換
菓
篇
』
に
収
録
さ
れ
た

後
、
『
鏡
花
双
紙
』
（
大
５
・
１
）
に
毒
録
さ
れ
る
。
自
筆
原
稿
が
慶
応
義
塾
図

書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
有
名
だ
が
、
同
館
蔵
「
泉
鏡
花
自
筆
原
稿
目

　

録
」
に
よ
る
と
、
署
名
は
な
く
、
後
半
三
分
の
一
ほ
ど
が
欠
丁
に
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

由
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
天
理
図
書
館
に
は
全
編
を
完
備
し
た
　
「
薬
草

取
」
自
筆
原
稿
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
館
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
、
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
以
下
に
気
が
っ
い
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

　
慶
応
蔵
原
稿
と
は
異
な
り
、
天
理
蔵
原
稿
に
は
版
組
み
指
定
や
「
鏡
花
泉
鏡

太
郎
」
と
の
署
名
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
が
コ
一
六
新
報
」
掲
載
用
原
稿
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

る
こ
と
は
ほ
ぽ
問
違
い
た
い
。
「
和
判
紙
に
毛
筆
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、
新
聞
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

回
分
ほ
父
四
枚
の
割
。
今
は
改
装
、
巻
子
本
と
し
て
伝
は
」
り
、
全
五
十
六
枚
、

本
文
は
総
ル
ビ
、
題
名
に
は
「
く
す
り
と
り
」
と
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
章

立
て
は
「
第
一
」
か
ら
「
第
十
四
」
。
そ
の
う
ち
「
第
九
」
ま
で
は
慶
応
蔵
原

稿
と
同
じ
だ
が
、
以
下
、
岩
波
新
版
『
鏡
花
全
集
巻
七
』
六
一
五
頁
六
行
目
コ
局

坂
は
打
案
じ
、
」
の
前
に
「
第
十
」
。
六
一
八
頁
一
行
目
「
五
」
は
「
第
十
一
」
。

六
二
〇
頁
一
五
行
目
「
『
何
う
も
身
に
染
む
お
話
。
」
の
前
に
「
第
十
二
」
。
六
二

三
頁
一
四
行
目
「
薫
の
高
い
薬
を
噛
ん
で
」
の
前
に
「
第
十
三
」
。
六
二
六
頁
三

行
目
「
丈
よ
り
高
い
茅
萱
を
潜
っ
て
、
」
の
前
に
「
第
十
四
」
。
　
　
と
区
分
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
新
聞
発
表
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
慶
応
蔵
原
稿
で
は
記
さ
れ

た
い
、
全
集
本
五
九
五
頁
五
行
目
「
慧
雲
含
潤
」
以
下
の
経
文
も
天
理
蔵
原
稿

で
は
記
さ
れ
て
お
り
、
慶
応
蔵
で
異
同
の
あ
る
六
〇
八
頁
六
行
目
以
下
の
一
節

は
、
天
理
蔵
で
は
「
こ
と
く
一
が
「
一
ト
く
一
と
表
記
さ
れ
て
い
る
以
外
、

全
集
本
と
の
異
同
簑
い
。
た
だ
し
、
「
一
ト
く
踏
ん
で
、
一
に
つ
づ
く
箇
所

で
「
不
図
唄
っ
た
の
が
猿
が
三
疋
主
言
ふ
、
」
と
一
旦
記
さ
れ
た
後
、
抹
消
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

れ
た
跡
が
あ
る
。
同
じ
く
、
歌
詞
中
「
住
み
や
る
」
の
部
分
に
は
、
「
住
ん
で
」

と
記
さ
れ
て
後
の
抹
消
が
み
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
天
理
蔵
原
稿
と
初
出
紙
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
次
に
成

立
上
の
間
題
点
を
い
く
っ
か
と
り
あ
げ
た
い
。
ま
ず
題
名
の
読
み
方
だ
が
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
記
し
た
よ
う
に
、
天
理
蔵
原
稿
で
は
「
く
す
り
と
り
」
、
「
二
六
新
報
」
掲
載

第
一
回
も
同
じ
く
「
く
す
り
と
り
」
と
ル
ピ
が
付
さ
れ
、
第
二
回
以
降
で
「
や

く
さ
う
と
り
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
春
陽
堂
版
『
鏡
花
全
集
巻

五
』
（
大
１
５
・
７
）
口
絵
に
写
真
版
で
掲
載
さ
れ
た
尾
崎
紅
葉
の
手
に
よ
る
添
削

を
み
る
と
、
〕
一
六
新
報
」
紙
に
「
や
く
さ
う
と
り
」
と
朱
筆
で
書
込
ま
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
読
み
方
の
訂
正
は
師
紅
葉
の
意
向
を
遵
守
し
た
結
果
だ
っ
た

わ
げ
で
あ
る
。
早
く
も
第
二
回
か
ら
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
鏡

花
が
紅
葉
の
病
床
に
第
一
回
を
献
じ
た
の
は
掲
載
当
目
で
あ
り
、
紅
葉
も
即
座

に
朱
を
入
れ
、
鏡
花
は
そ
の
目
の
う
ち
に
新
聞
杜
へ
訂
正
を
連
絡
し
た
模
様
で

あ
る
。
口
絵
掲
載
分
し
か
比
較
し
て
い
た
い
が
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
鏡
花

は
単
行
本
『
換
菓
篇
』
収
録
時
に
、
句
読
点
の
っ
げ
方
に
至
る
ま
で
こ
と
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
を
ん
な
　
　
　
　
　
を
ん
な
　
　
　
　
　
　
く
ち
び
る

く
紅
葉
の
指
示
ど
お
り
に
訂
正
し
て
い
る
。
「
婦
人
」
を
「
女
」
に
、
「
朱
唇
」

　
く
ち
び
る

を
「
唇
」
に
訂
正
す
る
た
ど
、
個
性
を
減
殺
す
る
き
ら
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
作
家
と
し
て
独
り
立
ち
し
た
こ
の
時
期
に
至
っ
て
も
、
鏡
花
は
紅
葉
の

指
導
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
原
稿
の
推
敵
に
関
し
て
は
、
「
大
凡
、
草
稿
本
文
を
省
略
（
削
除
）
す
る
こ



と
に
ょ
っ
て
文
章
を
凝
縮
し
、
当
初
冗
長
に
み
え
た
文
体
を
引
き
し
ま
っ
た
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

花
独
自
の
文
体
に
整
え
て
行
く
例
が
多
く
見
ら
れ
る
」
の
は
、
天
理
蔵
原
稿
の

場
合
も
同
様
で
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
有
明
に
露
を
帯
び
た
淋
し
い
朝
顔

の
色
」
を
都
分
的
に
抹
消
し
て
、
「
露
の
朝
顔
の
色
」
（
岩
波
全
集
本
五
九
一
頁

四
行
目
）
に
訂
正
、
「
高
坂
は
さ
っ
く
と
布
を
断
っ
が
如
き
音
を
聞
い
て
、
」
の

「
さ
っ
く
と
」
を
抹
消
（
同
六
二
〇
頁
五
行
目
）
、
「
高
坂
は
声
が
曇
っ
て
目
が

う
る
ん
だ
の
で
あ
る
」
を
半
分
削
り
、
「
高
坂
は
声
も
曇
つ
て
、
」
（
同
六
二
四

頁
八
行
目
）
に
訂
正
等
、
随
所
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
う
る
さ

　
一
方
、
挿
入
さ
れ
た
文
章
も
散
見
す
る
。
１
「
煩
い
町
方
か
ら
逃
げ
て
来
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

遊
ん
で
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
そ
れ
と
も
」
（
全
集
本
五
九
七
頁
一
五
行

　
　
）
　
　
　
ぞ
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

目
）
、
１
「
棟
然
と
し
て
」
（
同
六
二
〇
頁
一
〇
行
目
）
、
皿
「
合
掌
し
て
、
」

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
同
六
二
八
頁
一
一
行
目
）
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
原
稿
で
は
行
問
に
挿
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

符
号
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
１
は
医
王
山
中
に
散
る
桜
の
花
片
の
雅
容
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

あ
り
、
こ
の
地
が
反
俗
の
別
世
界
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
役
割
を
果
た
し
て

　
　
　
）

い
る
。
ー
は
高
坂
が
か
っ
て
自
分
を
導
い
て
く
れ
た
娘
の
話
を
す
る
う
ち
に
、

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

今
、
眼
前
を
行
く
花
売
の
姿
が
二
重
写
し
に
１
た
っ
た
驚
き
を
表
わ
し
、
皿
は
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

品
末
尾
、
消
え
た
花
売
の
面
影
を
追
慕
す
る
場
面
で
、
高
坂
の
花
売
に
対
す
る

熱
い
心
情
を
表
わ
す
た
め
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
例
に
す

ぎ
な
い
が
、
鏡
花
の
文
章
表
現
に
対
す
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ
執
着
を
着
取
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

最
後
に
、
内
容
に
１
関
わ
る
推
破
の
跡
を
と
り
あ
げ
た
い
。
全
集
本
六
〇
八
頁

一
一
行
目
、

　
　
　
何
と
な
く
心
に
浮
ん
だ
は
、
あ
二
、
向
う
の
山
か
ら
、
月
影
に
見
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
っ
と

　
　
色
の
紅
な
花
を
採
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
母
親
の
髪
に
挿
Ｌ
た
ら
、
吃
度
病

　
　
　
　
な
ほ

　
　
気
が
復
る
に
違
ひ
な
い
と
言
ふ
事
で
す
。
又
母
は
、
其
の
花
を
警
に
し
て

　
　
も
似
合
ふ
く
ら
ゐ
若
か
っ
た
で
す
な
。
Ｌ

に
つ
づ
く
部
分
で
、

　
　
〈
万
一
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
や
か
　
　
　
　
　
　
よ
み
ぢ

　
　
よ
し
ん
ぱ
手
向
げ
る
に
し
た
処
で
、
月
夜
に
色
の
鮮
麗
な
花
な
ら
、
冥
土

　
　
　
　
　
　
く
や
　
う
Ｖ

　
　
か
ら
も
見
え
ま
せ
う
と
思
込
ん
で
、
」
（
〈
Ｖ
は
並
べ
て
記
さ
れ
て
い
る

　
　
表
現
を
示
す
。
　
　
引
用
者
注
）

の
一
文
を
抹
消
し
た
跡
が
あ
る
。
こ
れ
は
少
年
高
坂
が
母
の
死
を
予
期
し
て
い

る
文
章
で
あ
り
、
そ
の
不
吉
さ
ゆ
え
に
抹
消
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

冥
土
か
ら
見
え
る
紅
の
花
と
い
う
印
象
は
清
新
で
、
後
の
「
草
迷
宮
」
（
明
４
１
・

１
）
に
ー
お
い
て
、
明
の
母
親
が
天
宮
か
ら
、
下
界
で
眠
る
我
が
子
を
み
つ
め
る

場
面
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
つ
な
が
り
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る

　
ま
た
、
少
年
高
坂
が
失
践
し
て
か
ら
帰
宅
す
る
ま
で
「
丁
度
全
三
月
経
っ
た

で
す
。
」
（
全
集
本
六
二
四
頁
一
一
行
目
）
と
す
る
文
の
直
前
に
「
四
月
は
じ
め

か
ら
六
月
の
末
」
の
一
文
が
抹
消
さ
れ
た
跡
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
六
月
十
五
目

九
歳
の
誕
生
目
に
失
践
し
た
と
す
る
記
述
（
同
六
〇
四
頁
八
行
目
）
と
矛
盾
す

る
こ
と
に
気
づ
い
て
の
処
置
で
あ
っ
た
ろ
う
。
っ
づ
い
て
、
少
年
高
坂
が
持
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
ま
く
ら
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

っ
た
紅
の
「
花
を
枕
頭
に
差
置
く
と
、
其
の
時
も
絶
え
入
つ
て
居
た
母
は
、
呼

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ょ

吸
を
返
し
て
、
そ
れ
か
ら
目
増
に
快
く
な
つ
て
、
五
年
経
つ
て
か
ら
亡
く
な
り

ま
し
た
。
」
（
同
六
二
四
頁
一
二
行
目
）
と
記
さ
れ
る
文
章
の
う
ち
、
　
「
五
年
」

は
当
初
「
十
五
年
」
と
記
さ
れ
て
い
た
跡
が
あ
り
、
恩
人
の
娘
を
捕
え
た
山
賊

が
隣
家
に
入
っ
た
時
期
も
「
其
頃
」
（
同
六
二
五
頁
一
行
目
）
で
は
た
く
、
「
近

頃
」
と
書
か
れ
て
後
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
　
「
十
五
年
」
と
す
る
と
、
高
坂
が
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く

十
四
歳
の
時
に
母
が
死
去
し
た
計
算
と
な
り
、
「
母
が
亡
な
り
ま
し
た
翌
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ

ら
、
東
京
へ
修
行
に
参
つ
て
、
国
へ
帰
つ
た
の
は
漸
と
昨
年
。
」
（
同
六
二
五
頁

二
一
行
目
）
と
話
す
医
科
大
学
生
高
坂
光
行
の
言
動
と
合
わ
た
く
な
っ
て
し
ま

う
。
常
識
的
に
考
え
て
大
学
入
学
は
二
十
歳
前
後
で
あ
る
は
ず
で
、
二
十
五
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
上
京
し
た
の
で
は
遅
き
に
失
す
る
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
鏡
花
の
母
が
亡
く
た
っ
た
の
は
明
治
十
五
年
、
鏡
花
満
年
齢
九

歳
の
年
に
あ
た
り
、
少
年
高
坂
が
医
王
山
中
に
分
げ
入
っ
た
年
齢
と
一
致
し
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
高
坂
に
は
幼
い
目
の
鏡
花
自
身
の
思
い
が
投
影
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
よ
く
、
は
じ
め
「
十
五
年
」
と
記
し
た
の
は
、
せ
め
て
作
中

で
は
母
を
長
生
き
さ
せ
た
い
と
願
っ
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
っ
げ
加

え
れ
ぱ
、
高
坂
を
医
科
大
学
に
進
ま
せ
た
の
も
、
母
を
病
か
ら
救
え
な
か
っ
た

こ
と
へ
の
悔
恨
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
た
い
。
し
か
し
、
母
の
命
を

「
十
五
年
」
も
延
ぱ
す
と
、
高
坂
上
京
時
に
無
理
が
生
じ
る
た
め
や
む
た
く

「
五
年
」
に
訂
正
し
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
鏡
花
の
亡
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

に
対
す
る
追
慕
、
そ
れ
に
加
え
て
病
床
に
あ
る
師
紅
葉
の
長
生
へ
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
他
に
も
推
敵
の
跡
は
多
く
、
と
り
わ
げ
原
稿
区
分
で
の
「
第
十
」
以
降
に
は

顕
著
に
み
ら
れ
る
が
、
墨
黒
々
と
抹
消
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
巻
子
仕
立
て
に

表
装
さ
れ
て
い
る
た
め
、
判
読
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

鏡
花
が
推
敵
を
重
ね
て
原
稿
を
書
き
、
初
出
紙
を
紅
葉
に
見
せ
、
そ
の
添
削
を

も
と
に
再
度
訂
正
を
加
え
る
と
い
う
過
程
を
経
て
、
単
行
本
『
換
菓
篇
』
に
収

録
さ
れ
た
「
薬
草
取
」
は
、
鏡
花
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
深
い
力
作
で
あ
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
の
作
品
は
「
神
韻
繧
砂
と
し
た
詩
趣
を
横
溢
さ
せ
た
名
品
」
と
称
え
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
複
式
夢
幻
能
と
の
類
似
」
が
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
私
も
そ
れ
に
賛
同
す

る
も
の
だ
が
、
医
王
山
と
い
う
舞
台
、
作
中
で
引
用
さ
れ
る
経
文
や
わ
ら
べ
う

た
、
彼
の
地
に
伝
わ
る
花
売
風
俗
等
に
っ
い
て
、
私
見
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
医
王
山
は
、
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
に
「
河
北
郡
の
東
南
二
俣
領
で
、
越
中
の

境
上
に
立
つ
。
　
（
略
）
海
抜
九
三
九
米
。
郡
中
第
一
の
高
峰
で
、
山
麓
大
菱
池

か
ら
上
る
を
普
通
と
す
る
。
金
沢
人
は
こ
の
医
王
山
を
奥
医
王
と
い
ひ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

北
に
連
る
白
兀
山
・
黒
滝
山
付
近
を
概
し
て
医
王
山
と
す
る
」
と
記
さ
れ
る
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
、
『
加
越
能
大
路
水
経
』
に
は
「
山
上
に
薬
師
有
り
、
故
に
名
と
す
」
と
、



山
名
の
由
来
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
も
「
山
中
に
薬
草
の
種
類
、

　
　
　
＠

量
が
多
い
」
こ
の
山
は
、
　
「
薬
草
敢
」
の
舞
台
に
ふ
さ
わ
し
い
。
師
の
病
床
に

呈
す
る
作
品
を
考
え
た
時
、
故
郷
に
１
あ
る
薬
草
茂
る
山
、
医
王
山
を
懐
か
し
く

思
い
浮
か
べ
た
こ
と
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
医
王
山
に
は
数
六
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
最
も
有
名
次
も

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
は
『
白
山
禅
頂
私
記
』
が
伝
え
る
泰
澄
大
師
伝
説
で
あ
る
。
白
山
の
開
山
泰

澄
は
、
以
前
「
加
賀
ノ
国
医
王
山
の
巌
窟
」
で
「
只
一
人
観
念
シ
テ
目
ヲ
ヲ

ク
」
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
、
能
登
島
か
ら
「
臥
ノ
行
者
」
と
い
う
沙
弥
が
訪

れ
、
飛
鉢
の
奇
蹟
を
み
せ
る
。
後
に
泰
澄
は
臥
行
者
・
浄
定
行
者
を
従
え
て
白

山
に
移
る
わ
げ
だ
が
、
医
王
山
で
の
修
行
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
話
は
越
前
国
越
知
山
で
の
出
来
事
を
加
賀
に
お
き
か
え

て
流
布
さ
せ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
に
は
、
信
仰
の
中
心
地
た
る
白
山
の
登
山

口
が
「
越
前
馬
場
、
加
賀
馬
場
、
美
濃
馬
場
の
三
カ
所
に
わ
か
れ
て
」
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
三
馬
場
の
問
で
激
し
い
競
争
が
お
こ
り
、
神
山
を
血
で
け
が
す
」
こ
と
す
ら

起
き
た
と
い
う
背
景
が
関
わ
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
、
加
賀
馬
場
の
正
統
性
を
宣

伝
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
地
名
の
お
き
か
え
が
行
た
わ
れ
た
わ
げ
で
あ
る
。

話
の
真
実
は
と
も
か
く
、
広
く
宣
伝
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
、
当
然
鏡
花
も
こ

の
話
を
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
「
薬
草
取
」
の
中
で
は
全
く
ふ
れ
て
い
た

い
。

　
ま
た
、
鏡
花
が
愛
読
し
た
『
三
州
奇
談
』
に
は
、
医
王
山
の
話
と
し
て
「
金

　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

　
　
　
＠

茎
の
渓
草
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
山
中
で
道
に
迷
っ
た
武
士
が
、
何
げ
た
く

手
に
し
た
山
葵
を
宿
へ
持
帰
り
、
夕
飯
の
仕
度
に
す
り
お
ろ
そ
う
と
す
る
と
、

あ
ま
り
に
堅
い
の
で
「
能
く
見
れ
ぱ
、
此
わ
さ
び
茎
も
葉
も
皆
黄
金
」
で
あ
っ

た
と
い
う
話
で
あ
る
。
　
「
金
茎
の
渓
草
」
は
「
遠
野
の
奇
聞
」
（
明
４
３
・
９
，

ｕ
）
で
杢
言
及
さ
れ
、
鏡
花
も
愛
着
を
抱
い
て
い
た
は
ず
だ
が
、
こ
れ
も
「
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

草
取
」
で
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
他
に
も
山
中
の
大
池
に
伝
わ
る
大
蛇
伝
説
な
ど
、

数
々
の
不
思
議
な
話
が
伝
え
ら
れ
る
医
王
山
だ
が
、
鏡
花
は
こ
の
神
秘
な
山
を

舞
台
と
し
て
選
び
な
が
ら
、
繁
雑
な
伝
説
を
切
り
捨
て
、
薬
草
探
索
行
に
的
を

絞
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
探
索
行
は
青
年
高
坂
が
山
中
で
美
女
に
出
会
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
が
、
こ

の
女
性
を
花
売
と
設
定
し
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
実
弟
泉
斜
汀
は
「
金
沢

　
　
ゆ

風
俗
」
で
、
そ
の
地
の
花
売
風
俗
を
の
べ
て
い
る
。

　
　
　
都
で
も
彼
の
花
屋
と
云
ふ
も
の
は
、
余
程
風
情
の
あ
る
者
だ
が
、
別
げ

　
　
て
金
沢
の
花
売
は
、
女
だ
け
に
風
情
が
多
い
。
　
（
略
）
姿
は
皆
一
様
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
も
の
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
ろ
う
ど

　
　
目
倉
の
折
目
正
し
い
衣
服
に
、
黒
天
鷲
絨
の
帯
、
裾
を
端
折
り
、
目
倉
の

　
　
　
　
わ
ら
ぢ

　
　
脚
絆
草
靴
で
、
晴
雨
に
関
ら
ず
平
た
い
菅
の
笠
を
被
り
、
重
く
は
な
い
草

　
　
の
花
を
筑
に
入
れ
て
天
秤
で
肩
に
掛
げ
、
又
は
小
さ
な
莚
に
包
ん
で
、
其

　
　
の
儘
担
い
で
来
る
の
も
あ
り
。

こ
の
記
述
と
、
　
「
薬
草
取
」
の

　
　
女
の
其
の
雪
の
や
う
な
耳
許
か
ら
、
下
膨
れ
の
頼
に
掛
げ
て
、
柔
に
、
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
い
浅
葱
の
紐
を
結
ん
だ
の
が
、
露
の
朝
顔
の
色
を
宿
し
て
、
加
賀
笠
と
い

　
　
ふ
、
縁
の
深
い
の
で
眉
を
隠
し
た
、
背
に
は
花
籠
、
脚
に
脚
絆
、
身
軽
に

　
　
い
で
た
　
　
　
　
　
　
　
め
で
や
か

　
　
扮
装
つ
た
が
、
艶
麗
な
姿
を
眺
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

と
い
う
描
写
は
よ
く
似
て
い
る
。
さ
ら
に
、
斜
汀
は
花
売
の
出
所
を
「
浅
野
川

の
上
、
向
山
の
麓
村
で
、
若
松
と
云
ふ
処
」
と
記
し
て
い
る
が
、
　
『
亀
の
尾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
「
若
松
は
二
俣
辺
ま
で
も
郷
名
と
す
」
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
　
「
薬
草
取
」
の
花
売
が
住
居
を
問
わ
れ
て
、
　
「
は
い
、
二
俣
村
で
ご
ざ

い
ま
す
」
（
一
）
と
答
え
る
こ
と
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
二
俣
は
医
王
山
麓
に

あ
る
花
売
の
出
所
で
あ
っ
た
。
金
沢
の
花
売
が
山
中
ま
で
採
集
に
出
か
げ
た
確

証
は
な
い
が
、
鏡
花
は
幼
い
頃
、
毎
朝
医
王
山
の
方
角
か
ら
や
っ
て
く
る
、
や

さ
し
げ
な
女
の
花
売
姿
を
目
に
し
、
一
種
、
憧
僚
に
近
い
感
情
を
抱
い
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
医
王
山
と
花
売
は
、
鏡
花
の
意
識
の
中
で
は
不
可
分
の
も
の

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

四

　
一
方
、
高
坂
は
医
学
生
な
が
ら
経
文
を
読
謂
す
る
、
い
っ
ぷ
う
変
わ
っ
た
性

格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
経
文
は
最
初
か
ら
構
想
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

品
に
引
用
す
る
一
節
の
読
み
方
を
尋
ね
た
吉
田
賢
竜
宛
書
簡
下
書
が
残
っ
て
い

る
。
鏡
花
は
経
文
の
一
節
を
抜
書
し
た
後
、

　
　
　
右
此
度
先
生
の
病
床
に
献
し
侯
一
篇
の
中
に
抄
出
い
た
し
侯
が
ち
や
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
　
と
読
め
申
さ
ず
た
に
と
ぞ
か
な
を
お
ん
っ
げ
遊
ぱ
し
下
さ
れ
度
恐
入
侯
へ

　
　
ど
も
す
ぐ
に
お
ん
願
ひ
申
上
侯

と
記
し
て
い
る
。
賢
竜
か
ら
の
返
信
の
有
無
は
不
明
で
あ
り
、
鏡
花
自
身
も
訓

読
を
試
み
た
彩
跡
が
あ
る
が
、
結
局
、
作
中
で
は
音
読
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

訓
読
挫
折
の
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
の
談
話
「
お
ぱ
げ
ず
き
の
い
は
れ

少
々
と
処
女
作
」
（
明
４
０
・
５
）
で
、
経
文
を
読
謂
す
る
際
に
は
音
読
法
を
用

い
る
と
塑
言
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
　
「
僕
に
は
観
音
経
の
文
句
　
　
な
ほ
一

層
適
切
に
云
へ
ぱ
文
句
の
調
子
　
　
其
も
の
が
難
有
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
現

し
て
あ
る
文
句
が
何
事
を
意
味
し
よ
う
と
も
、
そ
ん
な
事
に
は
少
し
も
関
係
を

有
た
ぬ
の
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
鏡
花
の
信
念
で

も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
薬
草
取
」
に
抄
出
さ
れ
た
経
文
は
「
妙
法
蓮
華
経
薬
草
論
品
」
（
一
）
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

る
。
　
『
国
訳
一
切
経
』
に
収
め
ら
れ
た
馬
田
行
啓
氏
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、

法
華
経
の
漢
訳
は
正
法
華
経
・
妙
法
蓮
牽
経
・
添
品
妙
法
蓮
華
経
の
三
本
が
現

存
し
、
　
「
三
訳
の
中
、
支
那
、
目
本
等
に
於
て
専
ら
行
は
れ
た
の
は
什
訳
の
妙

法
華
で
、
他
の
二
訳
は
唯
だ
妙
法
華
の
比
較
研
究
資
料
た
る
に
過
ぎ
な
い
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
所
収
の
本
文
で
比
較
し
て
も
、
「
薬

草
取
」
抄
出
本
文
と
一
致
す
る
の
は
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
鏡
花
も
こ
れ
を
使

っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
「
妙
法
蓬
華
経
」
の
う
ち
、
「
薬
草
楡
品
」
は
「
仏
が
摩
詞
迦
葉
等
の
大
弟



子
の
た
め
に
、
更
に
二
の
警
楡
を
以
て
仏
の
平
等
な
る
慈
悲
と
救
済
と
を
宣
説

　
　
　
　
　
ゆ

せ
ら
れ
た
も
の
」
で
、
鏡
花
が
引
い
た
の
は
釈
迦
が
偶
を
説
き
は
じ
め
た
前
半

　
　
　
　
＠

都
分
で
あ
る
。
該
当
箇
所
を
馬
田
氏
の
訓
読
で
示
せ
ぱ
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
う
る
椴
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
か
１
や

　
　
慧
雲
潤
を
合
み
　
電
光
晃
り
曜
き
　
雷
声
遠
く
震
ひ
て
　
衆
を
し
て
悦
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
た
い

　
　
せ
し
め
　
日
光
を
掩
ひ
蔽
し
て
　
地
上
を
清
涼
に
し
　
襲
嚢
垂
布
し
て

　
　
承
撹
す
べ
き
が
如
し
　
其
の
雨
普
等
に
し
て
　
四
方
倶
に
下
り
　
流
樹
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
ほ

　
　
る
こ
と
無
量
に
し
て
　
率
土
充
ち
治
ふ
　
山
川
険
谷
の
　
幽
逮
に
生
ひ
た

　
　
る
所
の
　
卉
木
薬
岬
　
大
小
の
諸
樹
　
百
穀
曹
稼
　
甘
蕉
萄
葡
　
雨
の
潤

　
　
す
所
　
豊
か
に
足
ら
ざ
る
こ
と
無
く
　
乾
地
普
く
治
ひ
　
薬
木
並
に
茂
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
其
の
雲
よ
り
出
づ
る
所
の
　
一
味
の
水
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
の
部
分
の
直
前
に
１
「
迦
葉
当
に
知
る
べ
し
　
警
へ
ぱ
大
雲
の
　
世
間
に
起
っ

て
　
偏
く
一
切
を
覆
ひ
」
（
傍
点
引
用
者
）
の
一
節
が
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま

で
も
比
楡
と
し
て
自
然
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
い
わ
ゆ
る

「
三
草
二
木
の
警
」
に
あ
た
り
、
仏
の
慈
悲
の
平
等
を
説
く
こ
と
が
主
で
あ
り
、

薬
草
は
、
大
小
諸
樹
・
百
穀
苗
稼
等
と
並
列
さ
れ
た
ひ
と
っ
の
比
楡
に
す
ぎ
な

い
。
偶
の
後
半
で
は
、
小
さ
な
薬
草
と
は
「
浬
築
に
到
達
し
て
い
る
人
た
ち
」

の
、
中
位
の
薬
草
と
は
「
半
ぱ
浄
ら
か
な
覚
知
の
あ
る
人
た
ち
」
の
、
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

最
高
の
薬
草
と
は
「
緒
進
努
力
と
禅
定
と
を
行
な
う
人
た
ち
」
の
謂
で
あ
る
と

比
楡
の
内
容
が
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
鏡
花
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
作
中
に
抄
出
し
た
わ
げ
で
は
な
い
だ

　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

ろ
う
。
　
「
観
音
経
を
諦
す
る
も
敢
て
箇
中
の
真
意
を
聞
明
し
よ
う
と
い
ふ
や
う

た
こ
と
は
、
未
だ
嘗
て
考
へ
企
て
た
こ
と
が
な
い
」
（
「
お
ぱ
げ
ず
き
の
い
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

少
々
と
処
女
作
」
）
鏡
花
は
、
「
薬
草
楡
品
」
と
い
う
名
称
や
経
文
各
語
の
印
象

か
ら
、
こ
れ
を
作
品
に
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
目
光
掩
蔽
　
地
上
清

涼
」
「
山
川
険
谷
　
幽
選
所
生
」
等
の
語
は
、
清
浄
な
医
王
山
の
雰
囲
気
に
ふ

さ
わ
し
い
。
っ
ま
り
、
鏡
花
は
「
薬
草
職
品
」
を
仏
法
の
比
職
と
し
て
で
は
な

く
、
現
実
の
自
然
描
写
と
し
て
受
取
り
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
青
年
高

坂
は
、
医
王
山
中
で
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
情
景
を
記
し
た
経
文
を
読
謂
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
花
売
と
出
会
い
美
女
ヶ
原
へ
と
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

五

　
青
年
高
坂
が
美
女
ケ
原
に
導
か
れ
る
契
機
と
な
っ
た
も
の
が
「
薬
草
職
品
」

で
あ
る
の
た
ら
、
少
年
高
坂
の
場
合
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は
「
花
折
り

に
」
の
わ
ら
べ
う
た
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
ぺ

　
　
　
向
の
山
に
、
猿
が
三
疋
住
み
や
る
。
中
の
小
猿
が
、
能
う
物
饒
舌
る
。

　
　
何
と
小
児
等
花
折
り
に
－
行
く
ま
い
か
。
今
目
の
寒
い
に
何
の
花
折
り
に
。

　
　
牡
丹
、
筍
薬
、
菊
の
花
折
り
に
，
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

こ
れ
は
、
す
で
に
小
林
輝
冶
氏
が
『
金
沢
の
わ
ら
べ
唄
と
民
謡
』
で
紹
介
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

そ
の
地
に
１
伝
わ
る
子
守
唄
で
あ
り
、
同
氏
は
別
の
論
考
で
柳
田
国
男
の
所
説
を

援
用
し
、
作
中
で
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
全
国
的
に
み
て
も
、
唄
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

そ
の
後
山
中
の
宿
で
若
く
美
し
い
女
性
と
出
会
う
空
想
が
多
く
、
「
薬
草
取
」
の

少
年
高
坂
も
同
じ
体
験
を
し
、
「
最
後
に
は
泊
め
ら
れ
た
家
で
会
う
『
世
に
も

縛
麗
な
娘
』
の
お
蔭
で
、
唄
の
中
の
筍
薬
の
花
を
持
ち
帰
り
、
母
の
髪
に
挿
し

病
気
も
直
っ
た
」
。
本
作
で
の
わ
ら
べ
う
た
の
役
割
は
こ
こ
に
尽
き
て
い
る
。

　
ほ
ん
の
少
し
付
げ
加
え
れ
ぱ
、
柳
田
は
「
折
る
と
い
ふ
楽
し
み
の
考
へ
ら
れ

る
植
物
、
さ
う
で
無
げ
れ
ぱ
名
ぱ
か
り
聴
い
て
居
て
、
有
る
な
ら
見
た
い
と
思

ふ
や
う
な
花
の
種
類
」
が
歌
わ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
金
沢
で
の
場
合
、
牡
丹

・
筍
薬
・
菊
と
い
う
、
い
ず
れ
も
薬
用
植
物
が
選
ぱ
れ
て
い
る
事
実
に
注
目
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

た
い
。
た
と
え
ぱ
『
農
業
全
書
』
で
は
、
牡
丹
・
筍
薬
を
「
薬
種
類
」
の
都
に

収
め
、
牡
丹
は
「
根
を
と
り
薬
種
と
し
、
尤
良
薬
に
て
多
く
用
ゆ
る
物
た
り
」
、

右
薬
は
「
薬
種
に
は
花
の
一
重
た
る
を
用
ゆ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
『
大
和
本

ゆ

草
』
に
も
同
様
の
記
述
が
見
い
だ
せ
る
が
、
菊
の
項
で
は
「
ひ
と
へ
た
る
黄
花

に
優
れ
て
甘
き
菊
あ
り
。
是
薬
に
用
る
真
菊
な
る
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
花
折
り
に
」
は
薬
草
を
求
め
る
山
行
を
暗
示
し
た
歌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
少

　
　
　
　
　
あ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
と

年
高
坂
が
「
彼
が
医
王
山
と
見
て
居
る
内
に
」
「
不
図
」
（
三
）
歌
い
だ
し
た
こ

と
は
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。
薬
草
生
い
茂
る
医
王
山
に
、
少
年
高
坂
は
「
花
折
り

に
」
を
、
青
年
高
坂
は
「
薬
草
楡
品
」
を
と
、
い
ず
れ
も
薬
草
採
集
に
縁
の
あ

る
歌
を
歌
い
、
経
文
を
謂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
山
中
の
美
女
に
出
会
い
、
導
か

れ
て
美
女
ヶ
原
へ
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
は
四
季
の
花
が
一
時
に
咲
く
夢
幻
境
で
あ
り
、
男
を
救
済
す
る
永
遠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

女
人
が
生
息
す
る
空
間
で
あ
っ
た
。
少
年
高
坂
に
と
っ
て
、
衣
類
を
奪
う
「
親

仁
」
や
不
潔
な
豆
腐
を
振
舞
う
「
黒
婆
」
（
四
）
の
い
る
魔
所
を
通
過
し
た
げ

れ
ぱ
到
達
で
き
な
い
異
界
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
だ
が
、
青
年
高
坂
に
と
っ
て

も
異
界
で
あ
る
事
情
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
　
今
ぢ
や
、
三
里
ぱ
か
り
向
う
を
汽
車
が
素
通
り
に
し
て
行
く
や
う
に
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ご
　
　
　
　
と
し
よ
り
　
　
　
　
も

　
　
た
か
ら
、
人
通
も
な
し
。
大
方
、
其
の
馬
士
も
、
老
人
も
、
最
う
此
の
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
の
者
ち
や
あ
る
ま
い
と
思
ふ
、
私
は
何
だ
か
其
の
人
達
の
、
那
の
ま
二
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
る

　
　
を
埋
め
た
、
丁
ど
其
の
上
を
、
　
（
略
）
貴
女
と
二
人
で
歩
行
い
て
居
る
や

　
　
う
に
思
ふ
で
す
が
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

「
『
鉄
道
敷
設
法
』
に
よ
っ
て
建
設
を
開
始
し
た
北
陸
線
は
、
（
略
）
明
治
三
十

年
九
月
二
十
目
小
松
ま
で
、
三
十
一
年
四
月
一
目
金
沢
ま
で
、
三
十
一
年
十
一

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

月
一
目
高
岡
ま
で
」
延
び
て
い
る
。
　
「
薬
草
敢
」
の
作
中
時
問
は
不
明
瞭
だ
が
、

作
品
執
筆
時
の
明
治
三
十
六
年
と
仮
定
す
る
と
、
確
か
に
高
坂
の
少
年
時
代
に

は
鉄
道
未
開
通
で
あ
っ
た
計
算
に
た
る
。
鏡
花
が
序
文
を
寄
せ
た
『
諸
国
童
謡

大
全
』
に
は
、
敦
賀
か
ら
富
山
ま
で
の
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
た
「
北
陸
鉄
道
レ

　
　
　
＠

ー
ル
ェ
節
」
が
収
録
さ
れ
、
「
ホ
ソ
ト
ニ
喜
ぱ
し
き
近
き
に
や
」
の
一
節
が
あ

る
な
ど
、
開
通
の
喜
び
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
中
央
か
ら
延
び
る
鉄
道
が
近
代
の

象
徴
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
医
王
山
へ
の
道
は
、
鉄
道
が
素
通
り
し
た
た
め
に
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

り
残
さ
れ
寂
れ
た
地
域
で
あ
り
、
反
近
代
の
磁
場
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ

し
て
、
少
年
時
に
出
会
っ
た
人
六
が
眠
る
、
い
わ
ば
墓
原
の
上
を
歩
い
た
末
に



よ
う
や
く
到
達
で
き
る
異
界
が
医
王
山
美
女
ヶ
原
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
る

　
そ
こ
は
、
少
年
の
日
に
は
「
凡
そ
山
の
中
を
二
目
も
三
日
も
歩
行
か
な
げ
れ

や
た
ら
な
い
」
（
二
）
と
こ
ろ
で
あ
り
、
青
年
と
た
っ
た
今
は
「
目
一
杯
に
里

ま
で
帰
る
」
（
同
）
こ
と
が
可
能
な
場
所
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
娘

や
花
売
の
導
き
を
う
け
て
の
話
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現
実
の
時
間
の

観
念
が
空
無
化
さ
れ
た
界
域
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
地
に
到
れ
ぱ

大
切
な
人
の
病
を
癒
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
鏡
花
は
そ
ん
な
夢
を
紡
ぎ
、
師
紅

葉
の
快
復
・
へ
の
願
い
と
亡
母
に
対
す
る
哀
惜
の
気
持
を
込
め
て
、
「
薬
草
取
」

一
編
を
書
上
げ
た
の
で
あ
る
。

（
注
）

○
　
岡
保
生
「
尾
崎
紅
葉
年
譜
」
（
『
尾
崎
紅
葉
の
生
涯
と
文
学
』
所
収
、
二
八
四
頁
、

　
昭
４
３
・
１
０
・
３
０
、
明
治
書
院
）

　
　
尾
崎
紅
葉
「
十
千
万
堂
日
録
共
四
」
（
『
尾
崎
紅
葉
全
集
第
九
巻
』
所
収
、
二
四
六

　
～
三
四
〇
頁
、
昭
１
７
・
９
・
１
５
、
中
央
公
論
杜
）

ゆ
　
休
載
目
は
、
六
月
二
十
日
・
二
十
四
日
・
二
十
六
～
二
十
八
目
．
三
十
日
、
七
月

　
三
～
八
目
・
十
日
・
十
二
～
十
五
日
・
十
七
日
で
あ
る
。
休
載
は
多
い
が
、
と
も
か

　
く
作
品
と
し
て
は
完
結
し
て
お
り
、
初
出
紙
と
『
換
菓
篇
』
収
録
本
文
と
の
異
同
は
少

　
な
い
。
岡
保
生
〔
『
評
伝
小
粟
風
葉
』
Ｗ
一
活
躍
期
、
二
一
〇
頁
、
（
昭
５
０
・
１
０
・
２
５
、

　
桜
楓
杜
）
〕
、
近
藤
恒
次
〔
『
小
栗
風
葉
書
誌
』
第
二
部
一
風
葉
の
全
著
作
、
四
五
～
四

　
六
頁
、
（
昭
５
０
・
１
２
・
珊
、
豊
橋
文
化
協
会
）
〕
両
氏
が
、
「
『
手
楮
足
樫
』
は
、
中
途
未

完
だ
っ
た
の
で
、
『
宇
宙
の
目
的
』
と
改
題
、
完
結
し
た
も
の
を
『
換
菓
篇
』
に
収
め

　
た
」
（
岡
保
生
）
と
す
る
の
は
何
か
の
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
無
署
名
「
予
告
」
（
「
二
六
新
報
」
明
３
６
・
８
・
２
１
）

鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

　
　
た
だ
し
、
管
見
に
入
っ
た
後
版
（
四
版
・
五
版
・
六
版
そ
の
他
）
の
奥
付
に
、
は
、
初

　
版
発
行
目
と
し
て
「
明
治
三
十
六
年
十
一
月
一
日
発
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
十
一
月

　
一
目
付
コ
一
六
新
報
」
の
記
事
「
尾
崎
紅
葉
氏
逝
く
」
に
は
、
「
換
菓
篇
は
去
廿
八
日
製

　
本
成
り
て
氏
の
枕
頭
に
供
へ
ら
れ
た
り
氏
は
愛
撫
子
の
如
く
（
略
）
見
舞
の
人
に
手
づ

　
か
ら
本
を
抽
き
て
」
与
え
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
十
一
月
一
日
発
行
と
す
る
と
、

　
紅
葉
没
後
の
出
版
と
な
っ
て
し
ま
う
。
初
版
刊
記
が
改
変
さ
れ
た
理
由
は
よ
く
分
か

　
ら
た
い
。

＠
無
署
名
「
〈
批
評
Ｖ
換
菓
篇
」
（
「
帝
国
文
学
」
９
１
１
２
、
明
３
６
・
１
２
・
１
０
）

¢
　
白
蓮
「
〈
新
刊
紹
介
Ｖ
『
換
菓
篇
』
」
（
「
文
庫
」
２
４
１
６
、
明
３
６
・
１
２
・
１
５
）

＠
無
署
名
「
〈
新
刊
紹
介
Ｖ
換
菓
篇
」
（
「
中
学
世
界
」
６
１
１
４
、
明
３
６
・
ｕ
・
１
０
）

＠
檜
谷
昭
彦
「
泉
鏡
花
自
筆
原
稿
目
録
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
」
（
『
鏡
花
全
集
別
巻
』

　
所
収
、
六
六
七
頁
、
昭
５
１
・
３
・
２
６
、
岩
波
書
店
）

＠
天
理
図
書
館
編
『
〈
善
本
写
真
集
七
Ｖ
近
代
作
家
原
稿
集
』
八
一
薬
草
取
　
泉
鏡
花
、

　
八
頁
、
（
昭
３
１
・
７
・
１
５
、
天
理
大
学
出
版
部
）
。
同
書
に
は
第
一
丁
の
み
写
真
掲
載

　
さ
れ
て
い
る
。

＠
慶
応
蔵
原
稿
で
は
「
口
さ
う
と
り
」
と
た
っ
て
い
る
由
だ
が
、
判
読
不
明
が
一
字

　
分
で
あ
り
、
　
「
さ
う
」
と
「
す
り
」
は
草
書
体
で
書
く
と
似
て
く
る
の
で
、
こ
れ
も

　
「
く
す
り
と
り
」
と
読
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
実
見
の
機
を
得
て
確
認
し
た
い
。

＠
　
た
だ
し
、
　
「
僻
向
い
て
」
は
、
紅
葉
の
添
作
を
容
れ
て
『
換
菓
篇
』
『
鏡
花
双
紙
』

　
で
「
内
向
い
て
」
と
訂
正
さ
れ
た
が
、
春
陽
堂
版
全
集
で
は
「
僻
向
い
て
」
に
戻
さ

　
れ
て
い
る
。

＠
檜
谷
昭
彦
前
掲
「
泉
鏡
花
自
筆
原
稿
目
録
」
「
解
題
」
、
六
三
〇
頁
。

＠
　
た
だ
し
、
「
薬
草
を
採
っ
た
の
は
、
も
う
二
十
年
、
十
年
が
一
昔
、
ざ
っ
と
二
音
も

　
前
に
な
る
で
す
」
（
三
）
と
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
、
青
年
高
坂
は
二
十
九
歳
で
あ

　
り
、
数
字
上
の
矛
盾
は
な
い
。

＠
村
松
定
孝
『
泉
鏡
花
研
究
』
第
四
章
一
鏡
花
小
説
鑑
賞
十
夜
、
二
四
九
頁
、
（
昭
４
９



　
　
　
　
　
鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

　
・
８
・
３
０
、
冬
樹
杜
）

＠
　
脇
明
子
『
幻
想
の
論
理
　
　
泉
鏡
花
の
世
界
』
１
．
物
語
世
界
の
創
造
、
六
六
頁
、

　
（
昭
４
９
・
４
・
２
０
、
講
談
杜
）

＠
　
目
置
謙
編
『
改
訂
増
補
加
能
郷
土
辞
彙
』
「
医
王
山
」
の
項
、
三
三
頁
、
　
（
昭
３
１
・

　
８
・
１
、
北
国
新
聞
杜
）

＠
　
大
沢
君
山
『
重
修
加
越
能
大
路
水
経
』
巻
上
一
加
賀
八
川
「
森
下
川
」
の
項
、
一

　
一
頁
、
（
昭
６
・
１
２
・
２
５
初
版
未
見
、
昭
４
５
・
９
・
１
復
刻
、
石
川
県
図
書
館
協
会
）
、

　
本
書
成
立
は
享
保
二
十
一
年
。

＠
　
竹
内
理
三
編
『
角
川
目
本
地
名
大
辞
典
１
７
石
川
県
』
「
医
王
山
」
の
項
、
九
〇
頁
、

　
（
昭
５
６
・
７
・
８
、
角
川
書
店
）

ゆ
　
権
大
僧
都
勝
慶
「
白
山
禅
頂
私
記
」
（
目
置
謙
編
『
白
山
比
畔
神
杜
文
献
集
』
所
収
、

　
一
一
八
～
一
二
〇
頁
、
昭
１
０
・
６
・
２
５
初
版
未
見
、
昭
４
６
・
９
・
１
復
刻
、
石
川
県

　
図
書
館
協
会
）
、
本
書
成
立
は
永
正
六
年
以
前
。

ゆ
広
瀬
誠
「
霊
山
を
め
ぐ
る
み
に
く
い
争
い
１
三
つ
の
馬
場
と
二
つ
の
崎
」
（
『
立

　
山
と
白
山
－
そ
の
歴
史
・
伝
説
・
文
学
』
所
収
、
　
一
ニ
ハ
頁
、
昭
４
６
・
２
・
１
、

　
北
国
出
版
杜
）

＠
　
堀
麦
水
『
三
州
奇
談
』
巻
之
二
「
金
茎
の
渓
草
」
の
項
、
五
五
～
五
六
頁
、
（
昭
８

　
．
４
．
１
５
初
版
未
見
、
昭
４
７
・
６
・
１
復
刻
、
石
川
県
図
書
館
協
会
）
、
本
書
成
立
は

　
天
明
三
年
以
前
。

＠
　
藤
島
秀
隆
監
修
『
金
沢
の
昔
話
と
伝
説
』
湖
一
医
王
山
の
大
池
の
大
蛇
、
一
七
七

　
～
一
七
八
頁
、
　
（
昭
５
６
・
３
・
３
１
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
）

ゆ
　
泉
斜
汀
「
金
沢
風
俗
」
（
「
新
小
説
」
６
１
２
、
明
３
４
・
２
・
１
）

＠
　
平
瀬
徹
斎
『
目
本
山
海
名
物
図
会
』
巻
之
四
「
加
賀
笠
」
の
項
に
は
、
「
菅
笠
国
々

　
よ
り
お
お
く
出
れ
と
も
、
中
に
も
加
賀
を
上
品
と
す
」
（
千
葉
徳
爾
編
『
日
本
山
海
名

産
名
物
図
会
』
所
収
、
二
六
一
頁
、
昭
４
５
・
６
・
３
０
、
杜
会
思
想
杜
）
と
記
さ
れ
て
い

　
る
。
な
お
、
本
書
成
立
は
宝
暦
四
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

ゆ
柴
野
美
啓
『
亀
の
尾
の
記
』
巻
十
一
「
若
松
村
・
鈴
見
村
」
の
項
、
一
二
八
頁
、

　
（
昭
７
・
２
・
１
５
初
版
未
見
、
昭
４
６
・
２
・
２
５
復
刻
、
石
川
県
図
書
館
協
会
）
、
本
書

　
成
立
は
弘
化
四
年
以
前
。

ゆ
　
「
書
簡
下
書
９
」
（
前
掲
『
鏡
花
全
集
別
巻
』
所
収
、
三
六
一
～
三
六
二
頁
）

＠
馬
田
行
啓
「
妙
法
蓮
華
経
解
題
」
（
岩
野
真
雄
編
『
国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
』
所

　
収
、
一
～
二
頁
、
昭
３
・
１
２
・
２
６
、
犬
東
出
版
杜
）

ゆ
鳩
摩
羅
什
訳
「
妙
法
蓮
華
経
巻
第
三
薬
草
瞼
品
第
五
」
（
『
大
正
新
修
大
蔵
経
第
九
巻
』

　
所
収
、
一
九
～
二
〇
頁
、
大
１
４
・
７
・
１
５
、
大
正
一
切
経
刊
行
会
）

ゆ
　
馬
田
行
啓
前
掲
「
解
題
」
、
一
七
頁
。

＠
　
填
末
な
こ
と
だ
が
、
『
鏡
花
全
集
』
で
「
妙
法
蓮
華
経
薬
草
論
品
、
第
五
傷
の
半
」

　
と
さ
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
く
、
本
来
、
「
妙
法
蓮
華
経
薬
草
論
品
第
五
、
偏
の
半
」

　
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
筆
原
稿
・
初
出
紙
・
『
換
菓
篇
』
い
ず
れ
も
正
し
い
位

　
置
に
読
点
が
あ
る
が
、
『
鏡
花
双
紙
』
収
録
の
際
に
移
動
し
、
以
降
、
そ
れ
に
倣
っ
て

　
い
る
。

ゆ
　
馬
場
行
啓
訳
『
妙
法
蓮
華
経
巻
の
第
三
薬
草
楡
品
第
五
」
（
前
掲
『
国
訳
一
切
経
』

　
所
収
、
七
六
頁
）

＠
　
松
濤
誠
廉
・
長
尾
雅
人
・
丹
治
昭
義
共
訳
『
大
乗
仏
典
第
四
巻
法
華
経
１
』
第
五

　
章
一
薬
草
の
楡
え
、
一
五
三
～
一
五
四
頁
、
　
（
昭
５
０
・
ｕ
・
２
５
、
中
央
公
論
杜
）

ゆ
　
小
林
輝
冶
監
修
『
金
沢
の
わ
ら
べ
唄
と
民
謡
』
わ
ら
べ
唄
１
０
一
子
守
唄
、
　
一
四
五

　
～
一
四
八
頁
、
　
（
昭
５
６
・
３
・
３
１
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
）

＠
　
小
林
輝
冶
「
鏡
花
に
お
げ
る
『
自
然
と
民
謡
』
の
問
題
」
（
福
井
大
学
「
国
語
国
文

　
学
」
１
９
、
昭
５
１
・
５
・
２
５
）

＠
柳
田
国
男
「
鹿
角
部
の
童
謡
」
（
『
定
本
柳
田
国
男
集
第
十
七
巻
』
所
収
、
二
二
〇

　
～
二
三
一
頁
、
昭
３
７
・
６
・
２
５
、
筑
摩
書
房
）

ゆ
　
宮
崎
安
貞
『
農
業
全
書
』
巻
之
十
一
生
類
養
法
薬
種
類
、
；
二
六
～
三
三
八
頁
、

　
（
昭
ｕ
・
１
・
１
０
、
岩
波
書
店
）
、
本
書
成
立
は
元
禄
十
年
。



＠
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
巻
之
七
一
花
草
類
、
（
『
益
軒
全
集
』
巻
之
六
所
収
、
一

　
六
一
～
一
六
三
頁
、
昭
４
８
・
５
・
５
、
国
書
刊
行
会
）
、
本
書
成
立
は
宝
永
六
年
。

ゆ
　
目
本
国
有
鉄
道
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
第
三
巻
』
第
二
編
．
幹
線
伸
長
時
代
、

　
二
五
頁
、
　
（
昭
４
６
・
８
・
３
０
、
目
本
国
有
鉄
道
）

ゆ
作
中
、
「
未
だ
選
卒
と
い
つ
た
時
分
」
（
五
）
、
山
賊
の
隠
れ
家
が
包
囲
さ
れ
た
と
記

　
さ
れ
る
が
、
地
方
の
府
県
で
も
明
治
「
八
年
十
月
従
前
の
称
呼
を
す
ぺ
て
巡
査
に
改

　
め
」
〔
坂
本
政
親
「
巡
査
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
３
３
１
２
、
昭
４
３
・
１
・
５
）
〕
て
お
り
、

　
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
高
坂
の
少
年
時
は
八
年
以
前
と
た
る
。
す
る
と
青
年
時
は

　
三
十
年
以
前
の
計
算
と
た
り
、
鉄
道
開
通
時
と
の
矛
盾
が
生
じ
る
。
庶
民
の
間
で
は
、

　
後
ま
で
「
遷
卒
」
の
称
呼
が
残
っ
て
い
た
と
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

＠
　
「
北
陸
鉄
道
レ
ー
ル
ェ
節
」
（
童
謡
研
究
会
編
『
諸
国
童
謡
犬
全
』
所
収
、
六
六
二

　
～
六
六
七
頁
、
明
４
２
・
９
・
１
５
、
春
陽
堂
）

＠
　
こ
の
年
の
鏡
花
に
は
、
私
鉄
廃
駅
を
舞
台
と
し
た
「
二
世
の
契
」
（
明
３
６
・
１
）
や
、

　
北
陸
鉄
道
工
事
に
因
ん
だ
「
風
流
線
」
正
・
続
（
明
３
６
・
１
０
～
明
３
７
・
１
０
）
等
、
鉄

　
道
に
関
わ
る
作
品
が
目
だ
つ
。

〔
付
記
〕

本
稿
で
の
鏡
花
作
品
の
引
用
は
、
特
記
し
た
も
の
を
除
き
、
岩
波
新
版
『
鏡
花
全
集
』

全
二
十
八
巻
．
別
巻
一
（
昭
鳩
・
ｎ
・
２
～
昭
５
１
・
３
・
２
６
）
を
底
本
と
す
る
。
ル
ビ
を
簡

略
化
し
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
。
た
お
、
白
筆
原
稿
の
調
査
に
際
し
て

は
天
理
図
書
館
の
、
『
換
菓
篇
』
初
版
本
に
つ
い
て
は
池
田
文
庫
の
、
格
別
の
御
厚
意
を
い

た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
し
た
い
。

鏡
花
「
薬
草
取
」
覚
書

一
三
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